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事羅

芦冊の遺稿手帳県内初公開

3冊の遺稿手帳

岡
谷
市
の
イ
ル
フ
童
画
館
で
、
童
謡
詩
人
の
金
子
み
す
ゞ

（
1
9
0
3
～
3
0
年
）
に
焦
点
を
当
て
た
企

画
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
初
め
去
開
さ
れ
る
3
冊
の
遺
稿
手
帳
を
は
じ
め
、
直
筆
に
よ
る
童

謡
の
写
真
パ
ネ
ル
、
関
連
資
料
な
ど
約
2
0
0
点
を
展
示
。
み
す
ゞ
の
詩
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ
た
現
代

作
家
の
絵
本
原
画
、
立
体
作
品
も
そ
ろ
い
、
心
に
響
く
蘭
の
魅
力
に
迫
る
。
告
ま
で
。
（
小
山
若
美
）

2
4
日
ま
で
イ
ル
7
童
画
舘
企
画
展

．
み
す
ゞ
は
山
口
県
生
ま
れ
。
1

9
2
3
年
、
四
つ
の
雑
誌
に
作
品

が
掲
載
さ
れ
、
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー

を
飾
っ
た
。
「
若
き
童
謡
詩
人
の

中
の
巨
星
」
と
称
さ
れ
た
が
、
2
6

歳
の
若
さ
で
他
界
。
没
後
そ
の
存

在
が
長
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た

意
中
、
遺
稿
手
帳
が
見
つ
か
り
、
「
金

モ
ノ
ク
ニ
」
の
表
紙
に
つ
い
て
の

記
述
も
あ
り
、
深
い
関
心
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

い
」
の
言
葉
で
知
ら
れ
、
小
学
校
の

子
み
す
ゞ
全
集
」
と
し
て
発
行
さ

れ
、
注
目
を
集
め
た
。

借
齢
約
㍍
績
撃
録

か
る
」
に
由
来
し
、
信
州
に
ゆ
か

り
の
あ
る
作
家
。
子
ど
も
に
も
分

か
る
優
し
い
言
葉
で
あ
り
な
が
ら

も
奥
深
い
詩
は
、
1
5
カ
国
語
に
翻

訳
さ
れ
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ

て
い
る
。

教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
た
み
す
ゞ

の
詩
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
。
感
銘

を
受
け
た
現
代
作
家
ら
に
よ
っ
て

作
品
の
題
材
と
な
り
、
コ
ー
ナ
ト

に
は
多
彩
な
絵
本
の
原
画
が
並

薫
本
展
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た

立
体
作
品
も
併
せ
て
飾
っ
て
い
る
。

同
館
は
「
人
柄
が
に
じ
み
出
る

よ
う
な
か
わ
い
ら
し
い
文
字
で
つ

つ
つ
て
い
る
。
1
0
0
年
を
超
え

て
読
み
継
が
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
わ
れ
ば
」
と
し
て
い
る
。

金
子
み
す
ゞ
の
詩
と
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た

立
体
作
品
な
ど
を
紹
介
す
る
企
画
展

会
場
で
は
、
み
す
ゞ
が
詩
や
言

葉
を
つ
づ
っ
た
遺
稿
手
帳
を
展

示
。
岡
谷
市
出
身
の
童
画
家
、
武

井
武
雄
（
1
8
9
4
～
1
9
8
3

年
）
が
描
い
た
児
童
雑
誌
「
コ
ド

開
館
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後

6
時
。
休
館
は
水
曜
日
。
入
館
料

は
一
般
5
2
0
円
、
中
高
生
3
1

0
円
、
小
学
生
1
6
0
円
。
問
い

合
わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2
6
6
一

2
4
・
3
3
1
9
へ
。


